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1. はじめに 

大陸と海にはさまれた日本では、梅雨、台風

などの激しい気象現象の発生等で国民の生命・

財産・社会生活に大きな影響をもたらす河川の

氾濫、土砂災害、暴風災害などが毎年発生して

いる。また、通常、1 か月で降るような雨が集中

して 1 日で 降るという現象（集中豪雨）が発生

し、河川の氾濫や、山崩れ・がけ崩れなどが発

生し、人々の生活や生命を脅かすようになって

きている。このように増加する集中豪雨や局所

的な大雨（豪雨）による水害や土砂災害等に対

して、適切な河川管理や防災活動等に役立てる

ために、国土交通省では、局所的な雨量をほぼ

リアルタイムに観測可能な X バンド MP レーダ

の整備を進めている。従来の C バンドレーダ

（定量観測半径 120km）は広域的な降雨観測に

適するのに対し、X バンド MP レーダ（定量観

測半径 60km）は 観測可能エリアは小さいもの

の局地的な大雨についても詳細かつリアルタイ

ムでの観測が可能である。従来の C バンドレー

ダに比べ、高頻度（5 倍）、高分解能（16 倍）

での観測が可能である。X バンド MP レーダ雨

量システムは、豪雨時等の避難行動や防災活動

に役立てるよう 1 分周期の観測とデータ配信を

特徴としている。本研究は、国土交通省水管

理・国土保全局のＸバンドＭＰレーダ雨量デー

タの地理情報システム（GIS）による活用として、

X バンド MP レーダ雨量データを解析し、予測

される災害の発生地点、被害の拡大範囲および

被害程度、さらには避難経路、避難場所などに

活用できる情報を Web GIS（Google Maps）や

オープンソースソフトウェア GIS 等を使用して

GIS システムの構築を試してみる。また、掲載

情報の取捨選択、見やすさ、情報が硬直化する

危険性などの問題も合わせて検証できるシステ

ムを構築する。 
 

 

 

 

2. X バンド MP レーダ雨量情報データ 
X バンド MP レーダ雨量データ提供社会実験

において提供されるデータの内容は、X バンド

MP レーダ雨量（レーダ基地局において観測さ

れたデータを地域毎のレーダ雨量として合成し

たレーダ）4 分の 1 倍 3 次メッシュデータである。

その概要は、 
・1 分毎に観測される現況レーダ雨量データ 
・約 250mｘ250m メッシュデータ 
・地域毎の合成雨量データ（11 地域） 
である。 
 

3. 雨量情報データの解析・変換 
X バンド MP レーダ 4 分の 1 倍 3 次合成レー

ダ雨量データの送信データは、レーダデータヘ

ッダ（64 バイト）とレーダデータで構成される。

2 次メッシュ単位（■：以下セルと呼ぶ）で経度

方向に連続しているデータを 1 ブロックとして、

全ブロックをまとめて送信する。ブロックは、

北端のブロックから順番に送信する。同一緯度

に複数のブロックがある場合には、西端のブロ

ックから順番に送信する（図１）。即ち観測範

囲でない 2 次メッシュ（図１）の「□」のセル

は伝送しない。レーダデータはブロックヘッダ

とブロックで構成され、ブロックヘッダは、ブ

ロックの先頭位置及びメッシュサイズとなる。

ブロックヘッダのフォーマットは、緯度、経度、

2 次メッシュコード、セル数で構成される。図２

のような X バンド MP レータ雨量情報を GIS シ

ステムで活用するために、 C 言語や DB
（PostgreSQL）等を使用して、X バンド MP デ

ータ変換用ソフトウェアを開発した。この開発

したソフトウェアは、一つのセル中に並ぶ 4 分

の 1 倍 3 次メッシュデータを（y1,x1）から

（y40,x40）までをセル×ｎまで連続的に処理し、

GIS 等で使用できるように空間情報（位置情

報）を付加してデータ変換処理を行った。 
 
4. X バンド雨量情報データの活用 
降雨量情報を可視化するのに国土地理院が整

備した数値基盤地図情報を使用して処理を行っ

た。基盤地図情報は、電子地図上の位置を定め
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るための基準となるものの位置を示す情報（測

量の基準点、海岸線、水涯線他）で、電子地図

の骨格をなすものである。降雨量情報を視覚的

に表現する手法として、 WebGIS （ Google 
Maps）を使用し、シュミレーションデータに X 
バンド MP レーダデータ（2012 年 7 月 13 日 12
時から 15 時までの九州北部の実際のデータ）を

使用して降雨量等を基に可視化処理を行った

（図３）。この処理は、Google Maps 公開され

ている API を使用することで、Web ページの中

に Google Maps による地図を組み込むことが可

能である。可視化処理は JavaScript で Google 
Maps API の 機 能 と Ajax (Asynchronous 
JavaScript + XML)を使用して行った。また、よ

り詳細な情報を取扱うために衛星画像等使用し

て降雨強度（単位時間当りの降雨量）または任

意の時間の降雨量の等しい地点を結んだ線（等

降水量線）を電子地図・地形図上に GIS を使用

して可視化処理を行った（図４）。これにより

降雨量の多い詳細な場所の特定ができ、自治体

の災害等の避難場所等の選択に有効である。 
 

2次メッシュデータの構成（順番）

 
図１ 2 次メッシュデータの構造 

 

 
図２ 国土交通省 X バンド MP レーダ 

雨量情報（試験運用） 

 
図３ X バンドレーダ合成 （GoogleMap） 
 

 
図４ X バンドレーダ合成データ＋衛星画像 

 

5. おわりに 
X バンド MP レーダデータを活用するには、

高価な専用ソフトウェア等（防災・災害関連）

が必要なためあまり進んでいない実情である。

また、市町村（福岡県飯塚市、桂川町など）で

の災害情報の活用を前提に、導入プランの検討

を行っている。ＷebGIS やライセンス料の発生

しないフリーGIS ソフト等の導入事例が確立す

れば、他の予算の少ない市町村でも導入が可能

となり、市町村等の防災・災害対策に役立つも

のと思われる。 
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